
別紙２−22 にしくろかじ
き（⼤⻄洋条約海域）

ＩＣＣＡＴ（⼤⻄洋まぐろ類保存国際委員会のことをい
う。以下同じ。）での合意等に従い、最⼤持続⽣産量を
達成するために必要な資源⽔準を維持できる値以上の値

 32,097トン
ＩＣＣＡＴにおいて決定された漁獲可能量
の算定⽅法を漁獲シナリオとする。

2028年までに資源量をBmsy（最⼤持
続⽣産量を達成する資源量のことを
いう。以下同じ。）以上に維持する
確率を50%以上とする漁獲量

1,670トン
（令和３管理年度）

別紙２−23 にしまかじき
及びふうらいかじき
（⼤⻄洋条約海域）

ＩＣＣＡＴでの合意等に従い、最⼤持続⽣産量を達成す
るために必要な資源⽔準を維持できる値以上の値

 11,409トン
ＩＣＣＡＴにおいて決定された漁獲可能量
の算定⽅法を漁獲シナリオとする。

資源量の回復を可能とする漁獲量
355トン

（令和３管理年度）

別紙２−24 びんなが
（南⼤⻄洋海域）

ＩＣＣＡＴでの合意等に従い、最⼤持続⽣産量を達成す
るために必要な資源⽔準を維持できる値以上の値

 124,453トン
ＩＣＣＡＴにおいて決定された漁獲可能量
の算定⽅法を漁獲シナリオとする。

Fmsy(最⼤持続⽣産量を達成する漁獲
圧⼒のことをいう。以下同じ。)を超
えない漁獲圧⼒を達成する漁獲量

24,000トン
（令和３管理年度）

別紙２−25 めかじき
（南⼤⻄洋海域）

ＩＣＣＡＴでの合意等に従い、最⼤持続⽣産量を達成す
るために必要な資源⽔準を維持できる値以上の値

 52,465トン
ＩＣＣＡＴにおいて決定された漁獲可能量
の算定⽅法を漁獲シナリオとする。

2028年までに資源量をBmsy以上に維
持する確率を50％以上とする漁獲量

14,000トン
（令和3管理年度）

別紙２−26 めかじき
（北⼤⻄洋海域）

ＩＣＣＡＴでの合意等に従い、最⼤持続⽣産量を達成す
るために必要な資源⽔準を維持できる値以上の値

 82,640トン
ＩＣＣＡＴにおいて決定された漁獲可能量
の算定⽅法を漁獲シナリオとする。

2028年までに資源量をBmsy以上に維
持する確率を50%以上とする漁獲量

13,200トン
（令和３管理年度）

別紙２−27 めかじき
（南⻄太平洋海域）

ＷＣＰＦＣ（中⻄部太平洋まぐろ類委員会のことをい
う。以下同じ。）での合意等に従い、最⼤持続⽣産量を
達成するために必要な資源⽔準を維持できる値以上の値

 17,740トン
ＷＣＰＦＣにおいて決定された漁獲可能量
の算定⽅法を漁獲シナリオとする。

2000年から2006年までのいずれかの
年における漁獲量以下の漁獲量（⼀
部の国等を除く）

※全体の漁獲可能量は設
定されていない。

別紙２−28 めばち
（⼤⻄洋条約海域）

ＩＣＣＡＴでの合意等に従い、最⼤持続⽣産量を達成す
るために必要な資源⽔準を維持できる値以上の値

 425,601トン
ＩＣＣＡＴにおいて決定された漁獲可能量
の算定⽅法を漁獲シナリオとする。

2034年までに資源量をBmsy以上に維
持する確率を50％以上とする漁獲量

61,500トン
（令和３管理年度）

別紙２−29 めばち
（東部太平洋条約海域）

ＩＡＴＴＣ（全⽶熱帯まぐろ類委員会のことをいう。以
下同じ。）での合意等に従い、最⼤持続⽣産量を達成す
るために必要な資源⽔準を維持できる値以上の値

  ー
ＩＡＴＴＣにおいて決定された漁獲可能量
の算定⽅法を漁獲シナリオとする。

Fmsyを超えない漁獲圧⼒を達成する
漁獲量

55,131トン
（令和４管理年度）

資源管理基本⽅針別紙２ 第3の資源管理の⽬標及び第４の漁獲シナリオの詳細

資源管理基本⽅針別紙２第3の資源管理の⽬標 具体的な値 資源管理基本⽅針別紙２第４の漁獲シナリオ 漁獲シナリオの詳細
特定⽔産資源

資源管理の⽬標 漁獲シナリオ
分類

世界全体の
漁獲可能量

（漁獲シナリオに基づき算定）

かつお・まぐろ類
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資源管理基本⽅針別紙２ 第3の資源管理の⽬標及び第４の漁獲シナリオの詳細

資源管理基本⽅針別紙２第3の資源管理の⽬標 具体的な値 資源管理基本⽅針別紙２第４の漁獲シナリオ 漁獲シナリオの詳細
特定⽔産資源

資源管理の⽬標 漁獲シナリオ
分類

世界全体の
漁獲可能量

（漁獲シナリオに基づき算定）

別紙２−30 よしきりざめ
（北⼤⻄洋海域）

ＩＣＣＡＴでの合意等に従い、資源の保全を確保できる
資源⽔準の値

  ー
ＩＣＣＡＴにおいて決定された漁獲可能量
の算定⽅法を漁獲シナリオとする。

2011年から2015年までの期間におけ
る平均漁獲量以下の漁獲量

39,102トン
（令和３管理年度）

別紙２−35 きはだ
（インド洋協定海域）

ＩＯＴＣでの合意等に従い、最⼤持続⽣産量を達成する
ために必要な資源⽔準の値

1,069,000トン
ＩＯＴＣにおいて決定された漁獲可能量の
算定⽅法を漁獲シナリオとする。

Fmsyを超えない漁獲圧⼒を達成する
漁獲量
（注）我が国を含む、2017年から
2019年までの期間における平均漁獲
量が2,000トンから5,000トンまでの加
盟国等は、漁獲量を当該期間におけ
る最⼤漁獲量以下に制限することが
規定されている。

※全体の漁獲可能量は設
定されていない。

別紙２−31 あかうお類
（北⻄⼤⻄洋条約海域（区
分３Ｍ））

ＮＡＦＯ（北⻄⼤⻄洋漁業機関のことをいう。以下同
じ）での合意に従い、最⼤持続⽣産量を達成するために
必要な資源⽔準の値とする。

―
ＮＡＦＯにおいて決定された漁獲可能量の
算定⽅式を漁獲シナリオとする。

NAFOでの合意に従い、加⼊量当たり
の漁獲量を表す曲線における原点の
傾きの10分の１となる漁獲圧⼒とす
る（図）。

10,933トン
（令和４管理年度）

別紙２−32 あかうお類
（北⻄⼤⻄洋条約海域（区
分３O））

ＮＡＦＯでの合意に従い、最⼤持続⽣産量を達成するた
めに必要な資源⽔準の値とする。

―
ＮＡＦＯにおいて決定された漁獲可能量の
算定⽅式を漁獲シナリオとする。

2005年以降維持されている漁獲可能
量（20,000トン）。

20,000トン
（令和４管理年度）

別紙２−34 からすがれい
（北⻄⼤⻄洋条約海域）

ＮＡＦＯでの合意に従い、最⼤持続⽣産量を達成するた
めに必要な資源⽔準の値とする。

100,000〜117,000ト
ン

ＮＡＦＯにおいて決定された漁獲可能量の
算定⽅式を漁獲シナリオとする。

2037年の資源量がBmsyとなる確率を
50％以上とする漁獲量。

11,755トン（公海域）
（令和４管理年度）

かつお・まぐろ類

底⿂類
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別紙３−１ めばち
（中⻄部太平洋条約海域）

ＷＣＰＦＣ（中⻄部太平洋まぐろ類委員会）での合意等
に従い、暫定的に、漁獲がないと仮定した場合に推定さ
れる親⿂資源量に対する実際の親⿂資源量の割合を平成
24年（2012年）から平成27年（2015年）までの期間に
おける平均値以上に維持する。

ー
ＷＣＦＰＣで決定されている保存管理
措置において定められた漁獲シナリオ
とする。

漁獲圧⼒を増加させない漁獲量
※全体の漁獲可能量は設
定されていない。

別紙３−３ かつお
（中⻄部太平洋条約海域）

ＷＣＰＦＣでの合意等に従い、暫定的に、漁獲がないと
仮定した場合の親⿂資源量の近年平均値の50％の値とす
る。

ー
ＷＣＦＰＣで決定されている保存管理
措置において定められた漁獲シナリオ
とする。

漁獲圧⼒を維持する漁獲量
※全体の漁獲可能量は設
定されていない。

別紙３−４ かつお
（インド洋協定海域）

ＩＯＴＣ（インド洋まぐろ類委員会）での合意等に従
い、暫定的に、最⼤持続⽣産量を達成するために必要な
資源⽔準の値とする。

ー
ＩＯＴＣで決定されている保存管理措
置において定められた漁獲シナリオと
する。

ー
513,572トン

（令和４管理年度）

別紙３−５ きはだ
（中⻄部太平洋条約海域）

ＷＣＰＦＣでの合意等に従い、暫定的に、漁獲がないと
仮定した場合に推定される親⿂資源量に対する実際の親
⿂資源量の割合を平成24年（2012年）から平成27年
（2015年）までの期間における平均値以上に維持する。

ー
ＷＣＦＰＣで決定されている保存管理
措置において定められた漁獲シナリオ
とする。

漁獲圧⼒を維持する漁獲量
※全体の漁獲可能量は設
定されていない。

別紙３−６ きはだ
（⼤⻄洋条約海域）

ＩＣＣＡＴ（⼤⻄洋まぐろ類保存国際委員会）での合意
等に従い、資源の持続的な利⽤の継続を確保できる資源
⽔準の値とする。

ー
ＩＣＣＡＴで決定されている保存管理
措置において定められた漁獲シナリオ
とする。

2033年までに資源量をBmsy（最⼤持続
⽣産量を達成する資源量のことをい
う。以下同じ。）以上に維持し、かつ
漁獲圧⼒がFmsy(最⼤持続⽣産量を達
成する漁獲圧⼒のことをいう。以下同
じ。）を下回る確率が50％以上となる
漁獲量

110,000 トン
（令和３管理年度）

資源管理基本⽅針別紙３第２の資源管理の⽬標 具体的な値 資源管理基本⽅針別紙３第３の漁獲シナリオ 漁獲シナリオの詳細
分類

かつお・まぐろ類

資源管理基本⽅針別紙３ 第２の資源管理の⽬標及び第３の漁獲シナリオの詳細

特定⽔産資源
資源管理の⽬標 漁獲シナリオ 世界全体の

漁獲可能量
（漁獲シナリオに基づき算定）
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資源管理基本⽅針別紙３第２の資源管理の⽬標 具体的な値 資源管理基本⽅針別紙３第３の漁獲シナリオ 漁獲シナリオの詳細
分類

資源管理基本⽅針別紙３ 第２の資源管理の⽬標及び第３の漁獲シナリオの詳細

特定⽔産資源
資源管理の⽬標 漁獲シナリオ 世界全体の

漁獲可能量
（漁獲シナリオに基づき算定）

別紙３−７ きはだ
（東部太平洋条約海域）

ＩＡＴＴＣ（全⽶熱帯まぐろ類委員会）での合意等に従
い、最⼤持続⽣産量を達成するために必要な資源⽔準の
値とする。

ー
ＩＡＴＴＣで決定されている保存管理
措置において定められた漁獲シナリオ
とする。

Fmsyを超えない漁獲圧⼒を達成する漁
獲量

※全体の漁獲可能量は設
定されていない。

別紙３−11 びんなが
（インド洋協定海域）

ＩＯＴＣでの合意等に従い、暫定的に、最⼤持続⽣産量
を達成するために必要な資源⽔準の値とする。

23,200トン
ＩＯＴＣで決定されている保存管理措
置において定められた漁獲シナリオと
する。

ー
※全体の漁獲可能量は設
定されていない。

別紙３−12 びんなが
（北⻄太平洋海域）

ＷＣＰＦＣでの合意等に従い、現状の資源⽔準の値とす
る。

ー
ＷＣＦＰＣで決定されている保存管理
措置において定められた漁獲シナリオ
とする。

実際の親⿂資源量が、漁業がないと仮
定した場合に推定される親⿂資源量の
20％を下回らない漁獲圧⼒を達成する
漁獲量

※全体の漁獲可能量は設
定されていない。

別紙３−13 びんなが
（南⻄太平洋海域）

ＷＣＰＦＣでの合意等に従い、暫定的に、漁獲がないと
仮定した場合の親⿂資源量の56％の値とする。

ー
ＷＣＦＰＣで決定されている保存管理
措置において定められた漁獲シナリオ
とする。

親⿂資源量の近年平均値を漁獲がない
と仮定した場合の親⿂資源量の56％の
値に維持する漁獲圧⼒を達成する漁獲
量

※全体の漁獲可能量は設
定されていない。

別紙３−14 びんなが
（北東太平洋海域）

ＩＡＴＴＣでの合意等に従い、資源の⻑期的な持続可能
性を確保できる資源⽔準の値とする。

ー
ＩＡＴＴＣで決定されている保存管理
措置において定められた漁獲シナリオ
とする。

漁獲圧⼒を増加させない漁獲量
※全体の漁獲可能量は設
定されていない。

別紙３−15 めかじき
（インド洋協定海域）

ＩＯＴＣでの合意等に従い、暫定的に、最⼤持続⽣産量
を達成するために必要な資源⽔準の値とする。

59,000トン
ＩＯＴＣで決定されている保存管理措
置において定められた漁獲シナリオと
する。

ー
※全体の漁獲可能量は設
定されていない。

別紙３−16 めかじき
（北⻄太平洋海域）

ＷＣＰＦＣでの合意等に従い、最⼤持続⽣産量を達成す
るために必要な資源⽔準の値とする。

15,702トン
ＷＣＦＰＣで決定されている保存管理
措置において定められた漁獲シナリオ
とする。

Fmsyを超えない漁獲圧⼒を達成する漁
獲量

※全体の漁獲可能量は設
定されていない。

かつお・まぐろ類
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資源管理基本⽅針別紙３第２の資源管理の⽬標 具体的な値 資源管理基本⽅針別紙３第３の漁獲シナリオ 漁獲シナリオの詳細
分類

資源管理基本⽅針別紙３ 第２の資源管理の⽬標及び第３の漁獲シナリオの詳細

特定⽔産資源
資源管理の⽬標 漁獲シナリオ 世界全体の

漁獲可能量
（漁獲シナリオに基づき算定）

別紙３−17 めばち
（インド洋協定海域）

ＩＯＴＣでの合意等に従い、暫定的に、最⼤持続⽣産量
を達成するために必要な資源⽔準の値とする。

503,000トン
ＩＯＴＣで決定されている保存管理措
置において定められた漁獲シナリオと
する。

ー
※全体の漁獲可能量は設
定されていない。

別紙３−21 よしきりざめ
（北⻄太平洋海域）

ＷＣＰＦＣでの合意等に従い、資源の⻑期的な保存と持
続的な利⽤を確保できる資源⽔準の値とする。

ー
ＷＣＦＰＣで決定されている保存管理
措置において定められた漁獲シナリオ
とする。

ー
※全体の漁獲可能量は設
定されていない。

別紙３−２ おおえんこう
がに類
（南東⼤⻄洋条約海域）

ＳＥＡＦＯ（南東⼤⻄洋漁業機関）での合意等に従い、
資源の⻑期的な保存及び持続的な利⽤を確保できる資源
⽔準の値とする。

ー
ＳＥＡＦＯで決定されている保存管理
措置において定められた漁獲シナリオ
とする。

ハーベスト・コントロール・ルールに
基づき、２年に⼀度TAC値を更新す
る。新TAC値の計算⽅法は、過去５か
年のCPUEが増加傾向にある場合はその
増加率分を前TAC値に上乗せ、減少傾
向にある場合はその減少率に２を乗じ
た分を前TAC値から削減。ただし、前
TAC値から±５％を超えない数値とす
る。

362トン
（令和４管理年度）

別紙３−８ きんめだい
（北太平洋漁業資源保存条
約海域）

ＮＰＦＣ（北太平洋漁業委員会）での合意等に従い、資
源の⻑期的な保存及び持続的な利⽤を確保できる資源⽔
準の値とする。

ー
ＮＰＦＣで決定されている保存管理措
置において定められた漁獲シナリオと
する。

ー
※全体の漁獲可能量は設
定されていない。

別紙３−９ きんめだい
（南インド洋漁業協定海
域）

ＳＩＯＦＡ（南インド洋漁業協定締約国会議）での合意
等に従い、資源の⻑期的な保存及び持続的な利⽤を確保
できる資源⽔準の値とする。

ー
ＳＩＯＦＡで決定されている保存管理
措置において定められた漁獲シナリオ
とする。

ー
※全体の漁獲可能量は設
定されていない。

別紙３−10 くさかりつぼ
だい（北太平洋漁業資源保
存条約海域）

ＮＰＦＣでの合意等に従い、資源の⻑期的な保存及び持
続的な利⽤を確保できる資源⽔準の値とする。

ー
ＮＰＦＣで決定されている保存管理措
置において定められた漁獲シナリオと
する。

ー
※全体の漁獲可能量は設
定されていない。

かつお・まぐろ類

底⿂類
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資源管理基本⽅針別紙３第２の資源管理の⽬標 具体的な値 資源管理基本⽅針別紙３第３の漁獲シナリオ 漁獲シナリオの詳細
分類

資源管理基本⽅針別紙３ 第２の資源管理の⽬標及び第３の漁獲シナリオの詳細

特定⽔産資源
資源管理の⽬標 漁獲シナリオ 世界全体の

漁獲可能量
（漁獲シナリオに基づき算定）

別紙３−18 めろ類
（南極海洋⽣物資源保存条
約海域）

ＣＣＡＭＬＲ（南極の海洋⽣物資源の保存に関する委員
会）の合意等に従い、資源の合理的な利⽤を含む保存を
確保できる資源⽔準の値とする。

ー
ＣＣＡＭＬＲで決定されている保存管
理措置において定められた漁獲シナリ
オとする。

⼗分な資源調査が⾏われておらず、資
源管理⽬標が適⽤されていない海域
（⽇本が操業する48.6海区含む）につ
いては、海区別に定められた調査漁
業・開発漁業計画を実施する。
資源量指数もしくは推定量が減少傾向
の場合、前漁期の漁獲量制限の８割、
資源量指数もしくは推定量が安定もし
くは増加傾向の場合、推定資源量の
４％。ただし、増減は前漁期の２割を
超えない。

48.6海区のTAC：576ト
ン

（令和３年/令和４年）

別紙３−19 めろ類
（南インド漁業協定海域）

ＳＩＯＦＡでの合意等に従い、資源の⻑期的な保存及び
持続的な利⽤を確保できる資源⽔準の値とする。

ー
ＳＩＯＦＡで決定されている保存管理
措置において定められた漁獲シナリオ
とする。

ー
※全体の漁獲可能量は設
定されていない。

別紙３−20 めろ類
（南東⼤⻄洋条約海域）

ＳＥＡＦＯでの合意等に従い、資源の⻑期的な保存及び
持続的な利⽤を確保できる資源⽔準の値とする。

ー
ＳＥＡＦＯで決定されている保存管理
措置において定められた漁獲シナリオ
とする。

ハーベスト・コントロール・ルールに
基づき、２年に⼀度TAC値を更新す
る。新TAC値の計算⽅法は、過去５か
年のCPUEが増加傾向にある場合はその
増加率分を前TAC値に上乗せ、減少傾
向にある場合はその減少率に２を乗じ
た分を前TAC値から削減。ただし、前
TAC値から±５％を超えない数値とす
る。

261トン
（令和４管理年度）

底⿂類
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